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EMA 日本は NPO 法人として 2014 年 2 ⽉に設⽴されました。EMA は Equal Marriage Alliance の略で、平等

な結婚、つまり同性結婚が認められる社会を目指すという意味です。読み方は「いーま」で、「今」こそやら

なきゃ！という意味も含まれています。 

EMA 日本（いーまにっぽん）は、性的マイノリティーが差別されない日本社会、多様性が受け入れられる日

本社会を作ることを理想としています。そのために、性的マイノリティーの人達にも、平等な権利と⽣き方の

多様な選択肢が認められることが必要だと考えています。異性カップルには認められる「婚姻」が、同性カッ

プルには認められないのは、法律が「性的指向」により差別していることにほかなりません。この「差別」「法

の下の不平等」を改めない限り、本当の意味での差別はなくなりません。 

具体的には、他の団体の方々とも協⼒して、メディア等を通じ、企業や社会、政治などに対し、国内外におけ

る性的マイノリティーの状況を知ってもらうための広報や啓発活動を⾏います。そして、同性結婚法の成⽴に

向けた働きかけを⾏います。東京オリンピックが開かれ

る 2020 年を当⾯の目標にしています。 

すでに世界中の多くの先進国、新興国で同性結婚が認め

られつつあります。日本が取り残されるべきではありま

せん。 

Dear Yukiko , Thank you for mail and the nice picture of the three of us. It was a pleasure meeting 

you, and fascinating to learn about your interest in Denmark. With my best wishes, 

  A. CARSTEN DAMSGAARD  AMBASSADOR OF DENMARK TO JAPAN（写真左、右はパートナー） 



婚姻できない同性カップルが直面する諸問題の実例婚姻できない同性カップルが直面する諸問題の実例婚姻できない同性カップルが直面する諸問題の実例婚姻できない同性カップルが直面する諸問題の実例    

ＥＭＡ日本のブログからＥＭＡ日本のブログからＥＭＡ日本のブログからＥＭＡ日本のブログから    

 10 年以上つきあって、最後の 4 年以上は同棲関係にあった同性カップル、ＡさんとＢさんの事

例です。２人は結婚を望んでいましたが、それがかなわないまま、Ｂさんが病気になり、Ａさんは

7 ヶ月間献身的に介護しましたが、結局Ｂさんは先立ちました。 

ＡさんとＢさんは婚姻の意思があり、本人達の生活は実質的に婚姻関係にあったものの、法律的に

婚姻できないために、以下のような様々な問題に直面しました。 

■医療保険の被扶養者■医療保険の被扶養者■医療保険の被扶養者■医療保険の被扶養者    

Ｂさんは病気になって半年間働けず、Ａさんに扶養された状態にあったが、ＢさんはＡさんの医療

保険の被扶養者として認められなかったため、自ら保険料を払い続けなければならなかった。 

■配偶者に対する医療行為の同意■配偶者に対する医療行為の同意■配偶者に対する医療行為の同意■配偶者に対する医療行為の同意    

Ｂさんが死亡するまでの間、ＡさんがＢさんを一人で支え、介護をしており、ＡさんがＢさんの体

調や病状、Ｂさん自身の意向について精通していたにも関わらず、お互い配偶者／家族と認められ

ず、Ｂさんに対する医療行為にＡさんが同意することができなかった。逆に、Ｂさんと疎遠だった

Ｂさんの血縁者が突然やって来て、 医療行為の同意が血縁者に委ねられた。 

■配偶者のカルテの開示請求権■配偶者のカルテの開示請求権■配偶者のカルテの開示請求権■配偶者のカルテの開示請求権    

Ｂさんの病歴や経緯、本人の意向など、細部まで知っているＡさんが配偶者／家族とは認められな

いため、医師からＡさんにＢさんの医療情報の提供がなく、Ａさんはカルテの開示も請求できなか

った。 

■所得税の配偶者控除■所得税の配偶者控除■所得税の配偶者控除■所得税の配偶者控除    ・配偶者特別控除・配偶者特別控除・配偶者特別控除・配偶者特別控除    

Ｂさんが病気になって半年間働けず、Ａさんの収入だけで生活していた（扶養されていた）が、Ｂ

さんがＡさんの扶養家族として認められないため、Ａさんは所得税の配偶者控除・配偶者特別控除

を受けられなかった。 

■医療費控除のための医療費合算■医療費控除のための医療費合算■医療費控除のための医療費合算■医療費控除のための医療費合算    

ＡさんとＢさんの２人がともに病気で通院し、治療費などの出費の合計額が、医療費控除を受ける

額を満たしていたが、夫婦としての医療費合算が出来ず、所得税の医療費控除を受けられなかった。 



■配偶者の介護の為の介護休業■配偶者の介護の為の介護休業■配偶者の介護の為の介護休業■配偶者の介護の為の介護休業    

Ｂさんが死亡するまでの７ヶ月間、Ａさんが自宅で介護をしたが、配偶者とは認められないため、

Ａさんは介護休業を取得することができず、仕事をやめざるえなかった。 

■法定相続■法定相続■法定相続■法定相続    

ＡさんはＢさんと４年以上と同棲し、婚姻意思があったにも関わらず、同性パートナーであるＢさ

んの配偶者と認められないため、Ｂさんの死亡後、Ｂさんの遺産を相続することができなかった。 

■借地借家権の承継■借地借家権の承継■借地借家権の承継■借地借家権の承継    

ＡさんはＢさん名義で契約した賃貸物件に同居していたが、Ｂさんが死亡後、配偶者ではないため

に借家契約の承継ができず、退去せざるをえなかった。Ｂさんの介護でＡさんは仕事もやめざるを

得ず、経済的に困窮する中で新居を探すという大きな負担を強いられた。 

■養子の共同親権■養子の共同親権■養子の共同親権■養子の共同親権    

２人は養子を持ちたいと考えていたが、同性カップルは養子の共同親権が認められず、現法律上で

はどちらか一方の養子という形しか認められないので諦めざるをえなかった。 

■国民年金の死亡一時金■国民年金の死亡一時金■国民年金の死亡一時金■国民年金の死亡一時金    

Ｂさんが第 1 号被保険者として長年（法定の 36 ヶ月以上）保険料を納め、老齢基礎年金を受け

取ることなく死亡した。遺族は死亡一時金を受給できるが、同性パートナーは遺族として認められ

ないため、Ａさんは実質的に配偶者として生活し、最後は 7 ヶ月間Ｂさんの介護に献身したにも

関わらず、死亡一時金を受給できなかった。 

■配偶者の死亡退職に際する死亡退職金■配偶者の死亡退職に際する死亡退職金■配偶者の死亡退職に際する死亡退職金■配偶者の死亡退職に際する死亡退職金    

Ｂさんが亡くなった際、Ａさんは実質的には配偶者の立場であったが、同性パートナーは配偶者と

認められないため、Ｂさんの死亡退職金を受け取ることができなかった。 

■民間生命保険の保険受取人■民間生命保険の保険受取人■民間生命保険の保険受取人■民間生命保険の保険受取人    

Ａさんは、生命保険会社に、自身の生命保険の受取人を親族からＢさんに名義変更したいと申し出

たが、法的な親族でないと難しいと断られた。 

■パートナーの葬儀への参列■パートナーの葬儀への参列■パートナーの葬儀への参列■パートナーの葬儀への参列    

10 年間連れ添い、最後は一人で介護までしたパートナーであるＢさんの親族に拒絶され、Ａさん

はＢさんの葬儀に参列できなかった。 

 


